
 

 

箪笥町地域の概要 

 

水とみどりのある外濠、歴史ある町名、寺社など、歴史と文化を感じる地域です。 

 

箪笥町地域の特徴 

・新宿区の東に位置し、北側を神田川、東側を外濠に囲まれている地域です。 

・地形は、台地から神田川周辺の低地に向かう坂の多い地域です。 

・江戸時代には武家屋敷や町屋、寺社が混在していました。 

・明治以降は市街化が進み、高台の閑静な住宅地、神楽坂の商業地とともに、 

工業地として栄えました。 

新宿の地場産業である印刷・製本関連事業者が多く立地しています。 

・神楽坂周辺は、江戸時代の形態を今も残しており、風情があるまちです。 

・文化財、寺社や坂道などの歴史的・文化的資源も数多くある地域です。 

 

箪笥町地域の人口（2025 年 1 月１日） 

 総人口 40,475 人  

日本人 38,137 人  

外国人 2,338 人（5.8％） 

＊上位３か国：中国 917 人 韓国 447 人 フランス 225 人 

＊フランス人が他の地域よりも多く生活しています。 

  アンスティチュ・フランセ東京（旧・東京日仏学院）があることから 

フランス人が多いと考えられます。 

 

箪笥町地域には多くの町が集まっています 

 新宿区の１０地域の中で最も多い４６の町会・自治会が集まっています。 

 また、町丁名にも特徴があり、歴史を感じます。 

・箪笥町（たんすまち）   ・二十騎町（にじゅっきまち） 

・納戸町（なんどまち）   ・袋町（ふくろまち）     

・細工町（さいくまち）   ・揚場町（あげばちょう）   

・南山伏町（みなみやまぶしちょう） ・北山伏町（きたやまぶしちょう） 

・市谷鷹匠町（いちがやたかじょうまち） ・横寺町（よこでらまち） 

 

神楽坂について 

・神楽坂は、徳川家光が江戸城外堀や牛込門と同時期に整備した道です。 

・神楽坂周辺は、江戸時代の形態を今も残しており、黒塀の続く石畳の 

風情あるまちなみを形成しています。 

・神楽坂から裏道に入ると人目に触れにくく、隠れ家的なまちとなっています。 

・昔は料亭がたくさんあり、芸者が行き交う花街（かがい）として栄えました。 

 現在は、昔ながらのお店がある一方、おしゃれなレストランやバーもあります。 

・毎年７月に「神楽坂まつり」開催され、阿波踊りで賑わいます。 

 

▲アンスティチュ・フランセ東京は、

フランス政府公式のフランス語学校 

・文化センターです 


